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●センサエキスポジャパン2017
会　　　期：９月13日（水）～９月15日（金）
開 催 概 要：センサ・コントロールとその応用技術、機器、システム、ネットワークに関する専門

展示会
会　　　場：東京ビッグサイト
連　絡　先：フジサンケイビジネスアイ（日本工業新聞社）　営業・事業本部

センサエキスポジャパン事務局
　　　　　　TEL：03-3273-6180
　　　　　　URL：http://www.sensorexpojapan.com/

●エヌプラス ～新たな価値をプラスする材料と技術の複合展～
会　　　期：９月13日（水）～９月15日（金）
開 催 概 要：８つのキーワード別展示会（軽量化・高強度化技術展、炭素繊維加工・活用技術展、

プラスチック高機能化技術展、接着・接合・ファスニング技術展、コーティング・表面
処理技術展、耐熱・放熱技術展、ソフトマテリアル開発技術展、ナノインプリント展）
で構成され、「新たなマッチング」「新ビジネス創出」を実現する総合展示会

会　　　場：東京ビッグサイト
連　絡　先：アテックス㈱内　エヌプラス事務局
　　　　　　TEL：03-3503-7621
　　　　　　URL：http://www.n-plus.biz/

●エコテクノ2017
会　　　期：10月11日（水）～10月13日（金）
開 催 概 要：地球環境時代にふさわしい低炭素・温暖化防止技術、浄化・汚染防止技術などの環境

ソリューション技術と共に、創エネ・省エネ・蓄エネによる新たなエネルギー社会の
実現に向けて、これらの普及拡大等に資する先進的製品・技術を一堂に紹介する展示会

会　　　場：西日本総合展示場
連　絡　先：公益財団法人北九州観光コンベンション協会内　エコテクノ2017運営事務局
　　　　　　TEL：093-511-6800
　　　　　　URL：http://www.eco-t.net

イベント情報
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本　部

第47回運営幹事会（６月21日）

佃会長の挨拶の後、経済産業省 資源エネルギー庁 

資源エネルギー政策統括調整官 小澤典明 殿より「最近

のエネルギー政策・国内外のエネルギー産業の動向等に

ついて」の講演があった。

また、経済産業省 製造産業局 産業機械課 課長 片岡

隆一 殿より挨拶があった。

次いで、議長から議事録署名人が選定され、次の事項

について審議を行った。

⑴　統計関係報告（平成29年４月分）

①　産業機械の受注状況

②　産業機械の輸出契約状況

③　環境装置の受注状況

⑵　工業会の活動状況（平成29年５月分）

⑶　海外情報（平成29年６月号）

⑷　常任幹事・幹事補充選任

⑸　部会長の委嘱

⑹　新入会員

第580回理事会（書面）（６月30日）

次の事項について承認した。

⑴　常任幹事・幹事補充選任

⑵　新入会員

第64回全国産業機械野球大会（第2日目）
（６月24日）

東京薬業健康保険組合総合運動場（埼玉県和光市）に

おいて開催し、各所に熱戦が展開された。

成績は次の通りである。

優　勝：㈱ＩＨＩ

準優勝：JFEプラントエンジ㈱

第３位：㈱電業社機械製作所

　〃　　ダイキン工業㈱

第43回優秀環境装置表彰式（６月21日）

経済産業大臣賞１件、経済産業省産業技術環境局長賞

１件、中小企業庁長官賞１件、日本産業機械工業会会長

賞５件の計８件の表彰を行った。表彰対象装置及び受賞

者は次の通り。

⑴　経済産業大臣賞

「高速加圧浮上装置（H-DAFシリーズ）」

オルガノ㈱

⑵　経済産業省産業技術環境局長賞

「プラスチック材質選別装置（エアロソータⅢ）」

ダイオーエンジニアリング㈱

⑶　中小企業庁長官賞

「楕円板型固液分離装置（スリットセーバー）」

㈱研電社

⑷　日本産業機械工業会会長賞（応募申請書受付順）

「バイオガスマイクロコージェネレーションシステム」

ヤンマーエネルギーシステム㈱

「ショットクリーニング装置を具備した高効率廃棄物発電ボイラ」

新日鉄住金エンジニアリング㈱、NSプラント設計㈱

「フィルタレスオイルミストコレクタ（ミストイーターZ）」

ホーコス㈱

「蒸留塔付き蒸発濃縮装置」

㈱ササクラ、日本リファイン㈱

「六フッ化硫黄ガス回収装置（SF6ガス回収装置）」

㈱加地テック

また、経済産業大臣賞、経済産業省産業技術環境局長賞、

中小企業庁長官賞を受賞した装置の研究・開発に携った

主たる開発者について、計11名を佃会長より表彰した。

なお、表彰式終了後、祝賀パーティーを開催した。

�部会

ボイラ・原動機部会

６月８日　部会総会

次の事項について報告及び確認を行った。

⑴　平成28年度事業報告及び平成29年度事業計画

⑵　平成28年度決算報告及び平成29年度収支予算

⑶　技術委員会の活動内容

鉱山機械部会

６月14日　ボーリング技術委員会

次の事項について検討を行った。

⑴　リスクアセスメント

⑵　安全マニュアル

行事報告 行事予定 書籍・報告書情報 統計資料

工業会情報
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6月16日　骨材機械委員会　委員会及び施設調査

⑴　委員会

次の事項について報告及び審議を行った。

①　リスクアセスメント

②　骨材機械に関する情報交換

⑵　施設調査

トヨタ自動車北海道㈱（北海道苫小牧市）を訪問

し、自動車エンジン製造ラインの視察を行った。

化学機械部会

６月30日　技術委員会

次の事項について検討及び審議を行った。

⑴　JIS B 8249（多管円筒形熱交換器）の改正

⑵　施設見学会

環境装置部会

6月1日　環境ビジネス委員会　先端技術調査分科会　

講演会

次の講演会を行った。

テーマ：「蓄熱発電所と風力熱発電」

講　師：  一般財団法人エネルギー総合工学研究所 

プロジェクト試験研究部 主管研究員 岡崎徹 殿

6月19日　環境ビジネス委員会　本委員会

活動状況の報告及び平成29年度の活動内容について

検討を行った。

6月20日　環境ビジネス委員会　バイオマス発電推進

分科会及び講演会

⑴　分科会

活動状況の報告を行った。

⑵　講演会

次の講演会を行った。

テーマ：  「エネルギー産業の現状と今後の展望に

ついて～資源情勢の変化、エネルギー

政策の見直し、電力及びガスシステム

改革とその影響～」

講　師：  ㈱伊藤リサーチ・アンド・アドバイザリー 

代表取締役兼アナリスト 伊藤敏憲 殿

6月23日　環境ビジネス委員会　施設調査

⑴ 　南但クリーンセンター（兵庫県朝来市）を訪問し、

都市ごみのメタン発酵と焼却によるコンバインドシ

ステムについて調査を行った。

⑵ 　丹波市クリーンセンター（兵庫県丹波市）を訪問

し、一般廃棄物処理施設でのバイナリー発電につい

て調査を行った。

6月27日～28日　環境ビジネス委員会　施設調査

⑴　興部町役場及び興部北興バイオガスプラント

（北海道紋別郡）を訪問し、バイオマス産業都市

及びバイオガスプラントについて調査を行った。

⑵　下川町役場及び木質チップ製造施設、一の橋地区

バイオビレッジ（北海道上川郡）を訪問し、バイオ

マス産業都市構想及び木質チップ製造施設、木質

バイオマスボイラを利用した地域熱供給システムに

ついて調査を行った。

6月30日　環境ビジネス委員会　水分科会及び講演会

⑴　分科会

活動状況の報告を行った。

⑵　講演会

次の講演会を行った。

テーマ：  「世界水ビジネス市場の現状と日本が

勝ち残る将来展望」

講　師：  グローバルウォータジャパン 

代表 吉村和就 殿

プラスチック機械部会

6月2日　メンテナンス委員会

次の事項について確認、報告及び検討を行った。

⑴　平成28年度事業報告及び平成29年度事業計画

⑵　大規模自然災害発生時の対応事例

⑶　アメリカミシガン州の労働安全衛生法の改正

⑷　射出成形機のIoT推進事業

⑸　射出成形機の省エネ

6月8日　特許委員会

次の事項について報告及び検討を行った。

⑴　射出成形機に係る米国、欧州の特許

⑵　射出成形機に係る中国の特許及び実用新案

6月29日　ISO/TC270国内審議委員会　射出成形機

分科会

次の事項について報告及び検討を行った。

⑴　国際会議の結果

⑵　ISO規格案

風水力機械部会

6月6日　JISB8301改正原案作成分科会

JIS B 8301（遠心ポンプ、斜流ポンプ及び軸流ポン

行事報告 行事予定 書籍・報告書情報 統計資料
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プ－試験方法）の改正内容について審議を行った。

6月8日　ポンプ技術者連盟　春季総会

次の事項について報告及び確認を行った。

⑴　平成28年度事業報告及び平成29年度事業計画

⑵　平成28年度決算報告及び平成29年度収支予算

⑶　若手幹事会

⑷　役員改選

次の通り選任した。

・会 長：  ㈱荏原製作所 生産プロセス革新

統括部 統括部長 寺垣彰夫 殿（新任）

・常任幹事長：  ㈱荏原製作所 カスタムポンプ事業

部 設計部 大型ポンプ設計課 課長 

滝川徹 殿（新任）

・常 任 幹 事：  ㈱日立製作所 インダストリアルプ

ロダクツ ビジネスユニット ポン

プ・送風機 技術本部 ポンプグロー

バルセンター長 穴見和広 殿（新任）

・常 任 幹 事：  ㈱鶴見製作所 常務取締役執行役員 

生産・技術部門統括 西村武幸 殿（新任）

・常 任 幹 事：  新明和工業㈱ 流体事業部 事業企画

部長 白石雅明 殿（新任）

・会計監査役：  新明和工業㈱ 流体事業部 小野工場長 

田村功一 殿（新任）

6月13日　ロータリ・ブロワ委員会　総会

次の事項について報告及び確認を行った。

⑴　平成28年度事業報告及び平成29年度事業計画

⑵　平成28年度決算報告及び平成29年度収支予算

⑶　受注実績及び市場動向調査

⑷　役員改選

次の通り選任した。

・副委員長：  大晃機械工業㈱ 陸上事業部 東京営業

グループ サブリーダー 成川武志 殿（新任）

6月15日　汎用送風機委員会　春季総会

次の事項について報告及び確認を行った。

⑴　平成28年度事業報告及び平成29年度事業計画

⑵　平成28年度決算報告及び平成29年度収支予算

6月15日　プロセス用圧縮機委員会　春季総会

次の事項について報告及び確認を行った。

⑴　平成28年度事業報告及び平成29年度事業計画

⑵　平成28年度決算報告及び平成29年度収支予算

⑶　プロセス用圧縮機受注統計

6月22日　排水用水中ポンプシステム委員会　春季総会

次の事項について報告及び確認を行った。

⑴　平成28年度事業報告及び平成29年度事業計画

⑵　平成28年度決算報告及び平成29年度収支予算

6月22日　汎用ポンプ委員会　春季総会

次の事項について報告及び確認を行った。

⑴　平成28年度事業報告及び平成29年度事業計画

⑵　平成28年度決算報告及び平成29年度収支予算

⑶　国土交通省からの確認事項

6月27日　汎用圧縮機委員会　春季総会　

次の事項について報告及び確認を行った。

⑴　平成28年度事業報告及び平成29年度事業計画

⑵　平成28年度決算報告及び平成29年度収支予算　

運搬機械部会

6月1日　コンベヤ技術委員会　JISB0140改正WG

JIS B 0140（コンベヤ用語－種類）改正について検討

を行った。

6月2日　JISB0140改正原案作成委員会

JIS原案共同作成事業として、JIS B 0140改正原案

作成に向け審議及び検討を行った。

6月5日　巻上機委員会

次の事項について報告及び検討を行った。

⑴　フックの靱性評価法

⑵　ISO/TC111（リンクチェーン、チェーンスリン

グ、構成要素及び付属品）の幹事国としての対応

⑶　ISO/TC111東京国際会議の準備

⑷　JIS B 0148（巻上機－用語）の改正

⑸　繊維スリングJIS規格の改正

6月5日　巻上機委員会　ISO/TC111国内審議委員会

次の事項について報告及び検討を行った。

⑴　フックの靱性評価法

⑵　ISO 2415（シャックル）の改正

⑶　ISO/TC111の定期見直し規格に対する日本の意見

⑷　ISO/TC111東京国際会議の準備

6月9日　コンベヤ技術委員会　委員会及び見学会

⑴　委員会

リスクアセスメントについて検討を行った。

⑵　見学会

花王㈱ 和歌山工場（和歌山県和歌山市）を訪問し、

衣料用洗剤、住居用洗剤、食器用洗剤製造ライン等

の視察をした。

行事報告 行事予定 書籍・報告書情報 統計資料
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6月15日　昇降機委員会

ISO 25745-1（昇降機のエネルギー性能の測定法と

区分）の解説書の検討を行った。

6月23日　流通設備委員会　クレーン分科会

次の事項について検討を行った。

⑴　特別アセスメント

⑵　自動倉庫JIS規格改正

6月26日　クレーン企画委員会

次の事項について検討を行った。

⑴　産機工受注統計

⑵　最近の業界動向

6月28日　巻上機委員会　ISO/TC111/SC3幹事国会議

次の事項について報告及び検討を行った。

⑴　ISO 2415（シャックル）の改正

⑵　ISO/TC111の定期見直し規格に対する各国の意見

⑶　ISO/TC111東京国際会議の準備

動力伝導装置部会

6月27日　減速機委員会

次の事項について報告及び検討を行った。

⑴　研修会の開催内容

⑵　今後の業界動向

業務用洗濯機部会

6月15日　定例部会

記者発表会の資料について検討及び審議を行った。

6月21日　記者発表会

次の事項について関係者に発表を行った。

⑴　平成29年度事業計画

⑵　平成29年度部会役員体制

⑶　平成28年度出荷統計

エンジニアリング部会

6月13日　部会総会

次の事項について報告及び確認を行った。

⑴　平成28年度事業報告及び平成29年度事業計画

⑵　平成28年度決算報告及び平成29年度収支予算

⑶　平成28年度水素検討委員会活動

⑷　役員改選

次の通り選任した。

・部会長：  日揮㈱ 取締役副社長執行役員 山﨑裕 殿

（新任）

委員会

政策委員会

6月14日　委員会

次の事項について報告及び審議を行った。

⑴　統計関係報告（平成29年４月分）

　①　産業機械の受注状況

　②　産業機械の輸出契約状況

　③　環境装置の受注状況

⑵　工業会の活動状況（平成29年５月分）

環境委員会

6月2日　VOC自主管理WG

2017年度VOC大気排出実績調査の実施に際しての

調査方針と調査項目の確認を行った。

6月6日　委員会

2017年度定例調査（VOC大気排出実績調査、環境活動

基本計画フォローアップ調査）の実施について審議を行った。

また、７月のタイ施設調査の内容等を確認した。

エコスラグ利用普及委員会

6月1日　委員会幹事会

次の事項について確認、報告及び検討を行った。

⑴　平成28年度事業報告及び平成29年度事業計画

⑵　平成28年度決算報告及び平成29年度収支予算

⑶　エコスラグ利用普及委員会細則

⑷　今後のスケジュール

6月6日　委員会

次の事項について確認、報告及び検討を行った。

⑴　平成28年度事業報告及び平成29年度事業計画

⑵　平成28年度決算報告及び平成29年度収支予算

⑶　エコスラグ利用普及委員会細則

⑷　各分科会の活動成果

⑸　今後のスケジュール

6月13日　利用普及分科会　編集WG

次の事項について報告及び検討を行った。

⑴　「2017年度版エコスラグ有効利用の現状とデー

タ集」の企画

⑵　自治体連絡会の企画

⑶　施設調査の企画

⑷　今後のスケジュール

行事報告 行事予定 書籍・報告書情報 統計資料
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6月26日　道路用溶融スラグマニュアル改訂説明会

長田副委員長、一般財団法人日本品質保証機構 島田

部長の挨拶に続き、次の講演を行った。

⑴　テーマ：「マニュアル改訂の経緯と趣旨について」

　　講演者：長岡技術科学大学 名誉教授 丸山暉彦 殿

⑵　テーマ：  「JIS A 5032（道路用溶融スラグ）改正

のポイント」

　　講演者：  JFEエンジニアリング㈱ 環境本部 PPP

事業部 技術室 明石哲夫 殿

⑶　テーマ：  「第１編 道路用溶融スラグ品質管理

マニュアルのポイント」

　　講演者：  新日鉄住金エンジニアリング㈱ 環境

ソリューション事業部 調査役 長田守弘 殿

⑷　テーマ：  「第２編 道路用溶融スラグ設計施工

マニュアルのポイント」

　　講演者：  日本道路㈱ 生産技術本部 技術部 担当

副部長 野々田充 殿

⑸　テーマ：「JIS A 5032改正に関する質疑応答例」

　　講演者：  一般社団法人日本産業機械工業会 事務局 

水田耕市

関西支部

委員会

政策委員会

6月27日　委員会

次の事項について報告及び審議を行った。

⑴　統計関係報告（平成29年４月分）

①　産業機械の受注状況

②　産業機械の輸出契約状況

③　環境装置の受注状況

⑵　工業会の活動状況（平成29年５月分）

⑶　海外情報（平成29年６月号）

⑷　常任幹事・幹事補充選任

⑸　部会長の委嘱

⑹　新入会員

労務委員会

6月6日　委員会

次の事項について報告、審議及び意見交換を行った。

⑴　役員改選

⑵　平成28年度事業報告

⑶　時間外労働の削減について

⑷　有期労働契約から無期労働契約転換ルールへの対応

部会

ボイラ・原動機部会

6月15日　部会総会

次の事項について確認、報告及び審議を行った。

⑴　平成28年度事業報告及び平成29年度事業計画

⑵　平成28年度決算報告及び平成29年度収支予算

⑶　東西合同会議

⑷　施設調査の実施

⑸　第111回OBM会収支

行事報告 行事予定 書籍・報告書情報 統計資料










































